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•トムソンサイエ
ンティフィック社
が提供する学術文
献データベース電子ジャーナル：

Electronic Journals
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•信州大学研究者の
プロフィール、研
究教育諸活動を広
く公開するデータ
ベース
•信州大学はこのシ
ステムを世界標準
となっているXML
を採用して開発

メディアフュージョン製
ネイティブXMLデータベース
（EsTerra XML Storage Server）

開発中

信州大学研究者の
研究成果（フルテ
キスト）を収録・
無料で提供

Nature/Science/Elsevier/Wiley/
Springer/Blackwell/etc.

Web of Scienceへのリンクバック
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ｽﾎﾟｯﾄ購入

研究者情報
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市民・産業界・官公庁／研究者・学生

フルテキスト

Web of Science
へのリンクバック

信州大学学術情報オンラインシステム
Shinshu University Online System of General Academic Resources

（SOAR)

Google・YahooGoogle・Yahoo

“SOAR” has just 
soared into the 
world from  
Shinshu Univ.



本学の紹介

• 信州大学
– H18年度CSI事業受託（領域1）
–機関リポジトリと研究者総覧との連携システムを
開発、システムの無償提供を発表

– H18年度委託事業の優良事例に選定
• SOAR-IR（機関リポジトリ）

https://soar-ir.shinshu-u.ac.jp/
• SOAR-RD（研究者総覧）

http://soar-rd.shinshu-u.ac.jp/



総合的学術情報システム

• 機関リポジトリと研究者
総覧との連携

• GoogleやYahoo!など一
般的なインターネット環
境への対応

• EJ、WoSとの連携



研究者総覧との連携

業績
研究テーマ
共同研究実績

etc..

・さらに多くの論文・研究
者情報をアピールできる

・研究者の負担軽減
（リポジトリへの送付と
業績登録を一体化）



１．検索エンジンで、リポジ
トリ内の論文にヒットする



２．リポジトリ内の本文を
ダウンロード

３．著者名リンクをクリック



４．研究者総覧内の業績
リストで、著者の他の論文
をブラウズ

５．興味を持った論文のボ
タンをクリック



認証実装
信州大学ポータル
サイト ACSU

機関リポジトリ
• 認証基盤

– 総合情報処理センター運営
– 各種システムにLDAP認証

• ACSUから機関リポジトリ（DSpace）へ
– 登録者ページ
– コレクション、サイト管理者ページ

各種システム



オープンソース提供
研究者総覧
サーバ

機関リポジトリ
サーバ

ネイティブXMLデータ
ベースエンジン
（本システム向け

EsTerraXML Storage
Server Express）

研究者総覧
検索システム

DSpace用
連携機能付加ソフト一式

DSpace

Linux

Java / Apache Tomcat

Linux

Java / Apache Tomcat



試験公開までの経過
18.6 CSI事業 領域1で採択
18.9 役員会・教育研究評議会でSOAR構想を承認

野村理事（広報・情報担当,附属図書館長）のもと
全学WG設置（図書館が事務局）

18.10～12 5回にわたるWGでシステム設計が決定

18.11～19.3 各学部での説明会実施

19.3 拡大役員会で運用管理規程承認

試験運用スタート

19.8(予定) 正式運用スタート
オープンソース無償提供開始



今後の計画

• 認証実装によるSOAR-RDデータ更新システム

• 研究紀要のWeb Publishing支援

• 研究推進、評価に関する職員研修

☆☆☆ 良い兆候 ☆☆☆

国内27位→23位へ
SOARでさらに研究推進


